
1 
 

琉球大学大学院教育学研究科規程 
平成２年４月１日   
制      定 

 
 

（趣旨） 
第１条 この規程は，国立大学法人琉球大学組織規則第２９条第４項の規定に基づき，琉

球大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）に定めるもののほか，琉球大学大学院

教育学研究科（以下「本研究科」という。）の授業科目，単位，履修方法その他必要な事

項を定める。 
 

（教育研究上の目的） 
第２条 本研究科は，教員としての基礎的資質のうえに，学校教育に関するより高度な理

論的基盤及び理論と実践に裏打ちされた実践的指導力を培い，未来を担う子どもたちの

教育に専門的力量とリーダーシップを発揮できる人材を養成することを目的とする。 
 

（大学院教育プログラム） 
第３条 大学院学則第８条に定める本研究科の専門職学位課程の高度教職実践専攻は，高

度教職実践プログラムを展開する。 
２ 高度教職実践プログラムの学習教育目標は次に掲げるものとし，琉球大学大学院を修

了した学生が分野を横断して普遍的に獲得することが期待されている知識・技能・態度の

共通の学習目標である URGCC-Advanced 学習教育目標と関連する。 
（1）よりよい問題解決のために，合理的・反省的に思考することを求めることで，反省

的実践家としての教師の「専門性」を身につける 
（2）解決策を探索的に探求し，その結果を振り返って次に生かすことで「創造性」を身

につける 
（3）将来のリーダー候補として，あるいは中堅教員として人間関係調整を学ぶなかで，

教師としての「倫理性」を身につける 
 

（専攻の目的） 
第４条 本研究科の高度教職実践専攻は，沖縄県を中心とした教育の諸課題に対して，問

題や課題を自ら捉え，深め，解決策を策定し，行動を起こし，その結果を振り返り，次の

思考や行動につなげる力としての「合理的・反省的思考力」を中核とした高度な専門性と

実践的指導力を備えた教員の養成を目的とする。 
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（年次指導教員） 
第５条 学生の修学及び研究の指導のため，高度教職実践専攻に年次指導教員を置く。 
２ 年次指導教員は，本研究科の教職実践講座の教員をもって充てる。 
３ 年次指導教員は，学生の修学及び研究を指導し，併せて学生の授業科目の履修等に関

し適切な助言を行う。 
４ 高度教職実践専攻においては，毎年度，高度教職実践専攻会議において当該年度の入

学者定員１０名に対して１名の割合で年次指導教員を定める。 
 

（他の大学院における授業科目の履修等） 
第６条 高度教職実践専攻が必要と認めたときは，大学院学則第１７条の定めるところに

より，他の大学院との協議に基づき，学生に当該大学院の授業科目を履修させることが

できる。 
２ 高度教職実践専攻が教育研究上必要と認めたときは，琉球大学大学院（以下「大学院」

という。）の他の研究科の授業科目を指定し，学生に履修させることができる。 
３ 第１項及び前項の定めるところにより履修した授業科目の単位は，研究科委員会の議

を経て，２４単位を超えない範囲で，第１１条に定める科目の単位に含めることができ

る。 
 

（長期にわたる教育課程の履修） 
第７条 大学院学則第１８条に基づき，学生が職業を有している等の事情により，大学院

学則第１１条に定める標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履

修し修了することを希望する旨を申し出たときは，その計画的な履修を認めることがで

きる。 
２ 前項による計画的な教育課程の修業年限は，大学院学則第１２条に定める在学期間を

超えることはできない。 
３ 長期履修の取扱いについては，別に定める。 
 

（入学前の既修得単位等の認定） 
第８条 本研究科が必要と認めたときは，大学院学則第１９条の規定に基づき，学生が大

学院に入学する前に大学院（他の大学院を含む。）において履修した授業科目について修

得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を，本研究科に入学した後の本

研究科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 
 

（授業科目等） 
第９条 本研究科における授業科目及び単位数等は，別表のとおりとする。 
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（教育方法） 
第１０条 本研究科の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行う。 
２ 本研究科における授業及び教育研究の指導は，研究科委員会が教育上特に必要と認め

る場合に限り，別に指定する特定の時間又は時期に行うことができる。 
 

（履修方法） 
第１１条 高度教職実践専攻の学生は，次の基準に従って合計４８単位以上を修得しなけ

ればならない。 
 

科 目 
 専 攻 

共通科目 選択科目 実習科目 課題研究 計 

高度教職実践専攻 20 10 10 8 48 

 
２ 大学院学則第４６条第３項に定める実習による修得する単位の全部又は一部の免除に

ついては別に定める。 
 

（履修手続） 
第１２条 学生は，履修しようとする授業科目を当該授業科目担当教員の承認を得て，各

学期の初めに所定の様式により研究科長に届け出なければならない。 
 

（研究課題） 
第１３条 学生は，課題研究の履修に際し研究課題を定め，高度教職実践専攻長に報告し

なければならない。 
 
 （成績評価基準等の明示） 
第１４条 授業科目等の計画，方法，内容，成績評価基準等は，学生に対し，あらかじめ

明示する。 
 
 （他の大学院等における研究指導） 
第１５条 学生は，研究科委員会の承認を得て，大学院学則第２５条の定めるところによ

り，他の大学院又は研究所等において研究指導を受けることができる。 
 

（単位の認定） 
第１６条 各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告等により担当教員が行う。 
２ 病気その他やむを得ない理由により，試験を受けることができなかった者については，

追試験を行うことができる。 
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３ 追試験の時期は，研究科委員会が別に定める。 
４ 試験を受けて不合格になった者についての再試験は，行わない。 
 

（成績の評価） 
第１７条 成績の評価に際し，授業を３分の１以上欠席した者には単位を与えない。 

２ 成績の評価は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，及びＦの５種の標語をもって表し，Ａ，Ｂ，Ｃ，及

びＤを合格とし，Ｆを不合格とする。 

３ 前項に規定する成績評価の基準は，次のとおりとする。 

区 分 評 語 評点(100 点満点中) 評価の内容 

合格 

Ａ 90 点以上 
到達目標を達成し，極めて優

秀な成績を収めている。 

Ｂ 80 点以上 90 点未満 
到達目標を達成し，優秀な成

績を収めている。 

Ｃ 70 点以上 80 点未満 到達目標を達成している。 

Ｄ 60 点以上 70 点未満 
到達目標を最低限達成して

いる。 

不合格 Ｆ 60 点未満 到達目標を達成していない。 

 
 
（課題研究報告書の提出） 
第１８条 学生は，高度教職実践専攻が別に定める期日までに，第１１条に定める課題研

究の単位を４単位修得する毎に課題研究報告書を高度教職実践専攻長に提出しなければ

ならない。 
２ 課題研究報告書の提出に関し必要な事項は，高度教職実践専攻長が別に定める。 
 
（学修成果の報告） 
第１９条 学生は，第１１条に定める課題研究の単位を４単位修得する毎にその学修成果

を公開で報告するものとする。 
２ 前項に関し必要な事項は，高度教職実践専攻長が別に定める。 
 

（専門職学位課程修了の要件） 
第２０条 専門職学位課程修了の要件は，本研究科に２年以上在学し，第１１条に定める

単位を修得することとする。ただし，在学期間に関しては，第８条の規定により，学生が

大学院に入学する前に大学院（他の大学院を含む。）において履修した授業科目について修

得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を，本研究科に入学した後の本研

究科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる場合であって当該
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単位の修得により専門職学位課程の一部を履修したものと認めるときは，当該単位数，そ

の修得に要した期間その他を勘案して１年を超えない範囲で在学したものとみなすことが

できる。ただし，この場合においても，専門職学位課程に少なくとも１年以上在学するも

のとする。 
 
 （学位の授与） 
第２１条 専門職学位課程を修了した者には教職修士（専門職）の学位を授与する。 

 
（特別聴講学生） 

第２２条 本研究科において，特定の授業科目を履修しようとする他の大学院の学生があ

るときは，当該大学院との協議に基づき，その履修を認めることができる。 
２ 前項により授業科目の履修を認められた学生は，特別聴講学生と称する。 
 

（科目等履修生） 
第２３条 本研究科の科目等履修生として入学することができる者は，次の各号の一に該

当する者とする。 
(1) 大学を卒業した者 
(2) 前号と同等以上の学力があると認められる者 

 
（研究生） 

第２４条 本研究科の研究生として入学することができる者は，次の各号の一に該当する

者とする。 
(1) 修士の課程に在学する者又は修士の学位を有する者（修士の学位に相当する学位を

有する者を含む。） 
(2) 前号と同等以上の学力があると認められる者 

 
（雑則） 

第２５条 この規程に定めるもののほか，本研究科に関し必要な事項は，研究科委員会が

別に定める。 
 
 （改廃） 
第２６条 この規程の改廃は，研究会委員会の議を経なければならない。 
 

附 則  
この規程は，平成２年４月１日から施行する。 

附 則  
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この規程は，平成４年４月１日から施行する。 
附 則  

この規程は，平成６年４月１日から施行する。 
附 則  

この規程は，平成７年４月１日から施行する。 
附 則  

この規程は，平成８年４月１日から施行する。 
附 則（平成１２年１０月２５日） 

 この規程は，平成１３年４月１日から施行する。 
附 則（平成１３年２月２８日） 

 この規程は，平成１３年４月１日から施行する。 
附 則（平成１５年５月２８日） 

 この規程は，平成１５年５月２８日から施行する。 
附 則（平成１６年５月２６日） 

 この規程は，平成１７年４月１日から施行する。 
附 則（平成１８年２月２２日） 

 この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 
附 則（平成１９年４月１日） 

 この規程は，平成１９年４月１日から施行する。 
附 則（平成１９年６月２７日） 

 この規程は，平成１９年６月２７日から施行する。 
附 則（平成２４年６月２４日） 

 この規程は，平成２１年６月２４日から施行する。 
附 則（平成２２年２月２４日） 

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。 
附 則（平成２８年１月２７日） 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 
附 則（平成２８年２月２４日） 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 
附 則（平成２９年３月２２日） 

この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 
  附 則（平成３０年２月２１日） 
この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 
この規程に定める事項のうち，専門職学位課程（教職大学院）固有の事項に関しては，

専門職学位課程（教職大学院）に係る各種法令，文部科学省通達等を適用する。ただし，

これによりがたい場合における必要な事項については，高度教職実践専攻が別に定める。 
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  附 則（平成３０年６月２７日） 
この規程は，平成３０年６月２７日から施行する。 

附 則（平成３１年３月１９日） 
この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
 ２ 特別支援教育専攻は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成３１年３月３１日

に在学する者が在学しなくなる日までの間，存続するものとする。 
  附 則（平成３１年４月２４日） 
１ この規程は，平成３１年４月２４日から施行し，平成３１年４月１日から適用する。 
２ 前附則第２項の規定にかかわらず，必要と認める場合には，在学者に平成３１年度

以降の入学者のために開設された授業科目を履修させることができる。この場合にお

いて，当該授業科目の履修を改正前の規定に基づく授業科目の履修とみなし，単位を

与える。  
 附 則（令和２年３月２５日） 
１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 
２ 令和２年３月３１日に本研究科の修士課程に在学していた者については，なお従前

の例による。 
３ 本研究科の修士課程の専修及び領域は，改正後の第３条の規定にかかわらず，令和

２年３月３１日に当該専修及び領域に在学する者が在学しなくなる日までの間，存続

するものとする。 
４ 本研究科の修士課程を退学した者が，令和２年４月１日以降に大学院学則第３４条

の規定に基づき再入学を志願した場合はこれを認めない。 
 附 則（令和５年２月２２日） 

この規程は，令和５年２月２２日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 
 附 則（令和５年３月２２日） 

この規程は，令和５年２月２２日から施行し，令和５年４月１日から適用する。 
附 則(令和６年１月２４日) 

この規程は、令和６年１月２４日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 



〔別　表〕

専攻 科目番号 単位 週時間
受講
年次

学期 備        考

EDUA31010 教育課程編成の課題と実践 2 1-1 1 前

EDUA31020 指導と評価の課題と実践 2 1-1 1 前

EDUB31030 教授・学習の課題と実践 2 1-1 1 前

EDUB31040 思考・判断・表現力育成の課題と実践 2 1-1 1 前

EDUC31050 生活指導・生徒指導の実践と課題 2 1-1 1 前

EDUC31060 学校不適応への実践と課題 2 1-1 1 前

EDUD31070 学級経営の実践と課題 2 1-1 1 前

EDUD31080 学校改革の実践と課題 2 1-1 1 前

EDUE31090 学校教育・教員のあり方の課題と実践 2 1-1 1 前

EDUE31100 沖縄の学校と社会 2 1-1 1 前

EDUH32010 授業分析・リフレクションの理論と実践 2 1-1 1・2 後

EDUH32030 授業づくりの理論と実践 2 1-1 1・2 後

EDUH32040 学習指導のための教材・教具の開発と活用 2 1-1 1・2 後

EDUH32050 活用力としての教科外活動 2 1-1 1・2 後

EDUH32060 授業実践力向上の基礎 2 1-1 1・2 前又は後

EDUH32070 授業づくりと指導法の高度化 2 1-1 1・2 後

EDUH32080 国語科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32090 国語科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32100
社会(地歴･公民)科教育の理論と実践の高度
化Ⅰ

2 1-1 1・2 後

EDUH32110
社会(地歴･公民)科教育の理論と実践の高度
化Ⅱ

2 1-1 1・2 後

EDUH32120 数学(算数)科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32130 数学(算数)科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32140 理科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32150 理科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32160 音楽科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32170 音楽科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32180
美術(図工･工芸)科教育の理論と実践の高度
化Ⅰ

2 1-1 1・2 後

EDUH32190
美術(図工･工芸)科教育の理論と実践の高度
化Ⅱ

2 1-1 1・2 後

EDUH32200 保健体育科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32210 保健体育科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32220
技術(工業･情報)科教育の理論と実践の高度
化Ⅰ

2 1-1 1・2 後

EDUH32230
技術(工業･情報)科教育の理論と実践の高度
化Ⅱ

2 1-1 1・2 後

EDUH32240 家庭科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32250 家庭科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

EDUH32260 英語科教育の理論と実践の高度化Ⅰ 2 1-1 1・2 後

EDUH32270 英語科教育の理論と実践の高度化Ⅱ 2 1-1 1・2 後

授　業　科　目

高
　
度
　
教
　
職
　
実
　
践
　
専
　
攻

共通科目
1）教育課程の編成・実施に

関する領域

共通科目
2）教科等の実践的な指導

方法に関する領域

共通科目
3）生徒指導、教育相談に

関する領域

共通科目
4）学級経営、学校経営に

関する領域

共通科目
5）学校教育と教員の在り方

に関する領域

選択科目
学習指導に関する科目群



専攻 科目番号 単位 週時間
受講
年次

学期 備        考授　業　科　目

EDUI32280 積極的生活指導・生徒指導 2 1-1 1・2 後

EDUI32290 いじめ問題への対応と課題 2 1-1 1・2 後

EDUI32300
こども支援のための地域・保護者との協力関
係づくり

2 1-1 1・2 後

EDUI32310 特別な支援を必要とするこどもの理解と実践 2 1-1 1・2 後

EDUI32320 新時代こども支援活動 2 1-1 1・2 後

EDUJ32330 地域と学校の在り方 2 1-1 1・2 後

EDUJ32340 校内研究組織の実践と課題 2 1-1 1・2 後

EDUJ32350 組織的意思決定マネジメント 2 1-1 1・2 後

EDUJ32360 教師の成長とメンタリング 2 1-1 1・2 後

EDUK32370 学校安全管理 2 1-1 1・2 後

EDUK32380 学校マネジメント 2 1-1 1・2 後

EDUK32390 学校と地域との連携の実践と課題 2 1-1 1・2 後

EDUL31400 特別支援教育特論 2 1-1 1 前

EDUL31420 特別支援教育システム論 2 1-1 1 前

EDUL32430 特別支援教育コーディネーター論 2 1-1 1・2 後

EDUL32440 特別支援教育の教育課程・授業特論演習 2 1-1 1・2 後

EDUL32450 特別支援教育・地域支援の理論と実践 2 1-1 1・2 後

EDUL32460 障害児理解と教育実践・発達臨床支援 2 1-1 1・2 後

EDUL32470 肢体不自由児の理解と支援 2 1-1 1・2 後

EDUL32480 病弱児の理解と支援の探究 2 1-1 1・2 後

EDUL32490 重複障害児の理解と支援 2 1-1 1・2 後

EDUO31500 課題発見実習Ⅰ 2 10日 1 前

EDUO31510 課題発見実習Ⅱ 4 20日 1 後

EDUO32520 課題解決実習 4 20日 2 通年

EDUO33530 インターン実習 2 10日 2 前

EDUP32540  課題発見実習ⅠＡ（特別支援教育） 1 5日 1 前

EDUP32550  課題発見実習ⅠＢ（特別支援教育） 2 10日 1 前

EDUP32560  課題発見実習Ⅱ（特別支援教育） 4 20日 1 後

EDUP32570  課題解決実習（特別支援教育） 4 20日 2 通年

EDUP33580  インターン実習（特別支援教育） 2 10日 2 前

EDUS31590 課題研究Ⅰ 2 0-2 1 前

EDUS32600 課題研究Ⅱ 2 0-2 1 後

EDUS33610 課題研究Ⅲ 2 0-2 2 前

EDUS34620 課題研究Ⅳ 2 0-2 2 後

EDUT31630 課題研究Ⅰ（特別支援教育） 2 0-2 1 前

EDUT32640 課題研究Ⅱ（特別支援教育） 2 0-2 1 後

EDUT33650 課題研究Ⅲ（特別支援教育） 2 0-2 2 前

EDUT34660 課題研究Ⅳ（特別支援教育） 2 0-2 2 後

高
　
度
　
教
　
職
　
実
　
践
　
専
　
攻

選択科目
生徒指導に関する科目群

選択科目
組織運営に関する科目群

選択科目
学校経営に関する科目群

選択科目
特別支援教育に関する科

目群

選択科目
特別支援教育に関する科

目群

実習科目
実  習　科　目　群

実習科目
特別支援教育に関する実

 習科目群

課題研究
課 題 研 究 科 目 群

課題研究
特別支援教育に関する課

題研究科目群


